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一
、
名
称
・
員
数
・
所
蔵 

 
 

 

湖
東
焼
吊
燈
籠 

一
基 

 
 

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵 

 

二
、
作
業
概
要 

令
和
二
年
度
に
清
掃
作
業
（
作
品
側
面
扉
部
分
の
旧
修
理
箇
所
剥
離
清
掃
）
、

令
和
三
年
度
に
修
復
共
直
し
（
作
品
側
面
扉
部
分
の
旧
修
理
箇
所
再
修
理
共
色

直
し
）
を
実
施
し
た
。 

 

三
、
内
容 吊

燈
龍
本
体
の
側
面
（
裏
面
）
の
開
口
部
扉
全
体
が
大
き
く
破
断
し
た
の
を
、

焼
継
ぎ
（
一
部
漆
継
ぎ
）
で
接
着
、
一
部
を
漆
下
地
に
て
整
形
し
金
直
し
を
施

し
た
状
態
に
修
復
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
旧
修
復
部
が
緩
ん
で
お
り
、
ま
た
、

一
部
が
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
再
破
損
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

旧
修
理
時
に
お
け
る
接
続
の
ず
れ
が
複
数
箇
所
み
ら
れ
る
。 

令
和
二
年
度
は
、
旧
修
復
を
全
て
剥
離
清
掃
し
、
構
成
全
パ
ー
ツ
を
初
期
の

破
損
修
復
前
の
本
体
及
び
破
損
部
品
だ
け
の
状
態
に
戻
し
た
。 

令
和
三
年
度
は
、
各
破
損
部
品
を
再
度
接
着
剤
に
て
継
ぎ
組
み
立
て
し
、
合

成
樹
脂
パ
テ
に
て
整
形
及
び
欠
損
部
の
成
型
を
行
い
破
損
前
の
形
状
を
回
復
し

た
後
、
修
復
部
を
作
品
本
来
の
色
合
い
に
近
い
着
色
仕
上
げ
と
す
る
共
色
直
し

を
行
い
、
扉
全
体
を
破
損
前
の
状
態
へ
の
回
復
を
目
指
し
た
。 

使
用
し
た
溶
剤
は
樹
脂
ラ
ッ
カ
ー
シ
ン
ナ
ー2500K

（
日
本
ペ
イ
ン
ト
販
売

株
式
会
社
）
、
樹
脂
は
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
化
学
反
応
形
接
着
剤
（
東
亜
合
成

株
式
会
社
）
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
化
学
反
応
接
着
剤
（
コ
ニ
シ
株
式
会
社
）
、
酢

酸
ビ
ニ
ル
樹
脂
（
セ
メ
ダ
イ
ン
株
式
会
社
）
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
（
東
亜
ペ
イ
ン
ト

株
式
会
社
）
、
そ
の
他
、
胡
粉
、
顔
料
、
合
成
樹
脂
塗
料
を
用
い
た
。 

 

（
た
か
の
び
じ
ゅ
つ
こ
う
ぼ
う
・
新
、
古
美
術
工
芸
品
修
理
） 

  
 

 

〈〈
修修
理理
報報
告告
〉〉  

湖湖
東東
焼焼
吊吊
燈燈
籠籠  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
野
美
術
工
房 
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修理前 清掃後 

整形及び欠損部成型後 修理後（笠をはずした状態） 

2500K
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術
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房

〈
修
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告
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修理前 清掃後 

整形及び欠損部成型後 修理後（笠をはずした状態） 


	研究紀要38号 (モリワキ印刷）_トンボ無し_0327 51
	研究紀要38号 (モリワキ印刷）_トンボ無し_0327 52

